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平成２７年３月期第２四半期業績予想と実績との差異及び特別損失計上に関するお知らせ  

 

平成２６年５月８日に公表した平成２７年３月期第２四半期累計期間業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記

の通りお知らせいたします。また、特別損失の計上につきまして、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．平成27 年3 月期第2 四半期（累計）連結業績予想数値と実績との差異（平成26 年4 月1 日～平成26 年9 月30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
 四半期   

 純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

12,100
百万円

△720
百万円

△1,100
百万円 

△760 
円  銭

△21 33

今 回 実 績 （ Ｂ ） 11,510 △431 △869 △873 △24 52

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △590 289 231 △113 ―

増 減 率 （ ％ ） △4.8 ― ― ―        ―

（ご参考）前期第 2 四半期実績

（平 成 26 年 3 月 期 第 2 四 半 期 ） 
11,671 △574 △1,037 △651 △18 27

 

２．差異の理由 

平成27年3月期第2四半期累計期間におきましては、売上高はもやし・カット野菜等の減収により、予想を下回りましたが、

茸の販売単価が堅調であったことと、原材料コストの低減や販売管理費の抑止等により経常利益までの各段階利益において

予想を上回りました。 

四半期純利益は、減損損失として 3 億59 百万円を計上したことにより、予想を下回りました。 

なお通期の業績予想については変更ありません。 

３. 特別損失の計上 

ぶなしめじ事業の収益性向上のために拠点の集中化等の再編を進めた結果、遊休化した茸栽培用備品を減損したことや、

連結子会社の青島東冷食品有限公司が、同社が所在する青島市にて、アンモニア系冷媒設備に起因する他社の事故の発生

により当局の規制が実施され、操業停止状態が継続し実質遊休状態になっていることを受けて機械設備等を減損したこと等

により、3 億59 百万円の減損損失等を特別損失に計上いたしました。 

 
 本資料に掲載されている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 
 

 

以  上 


